
消費電力のポイント

•超電導リニアは、同じ速度域の輸送機関である
航空機と比較 優れた環境性能を有 ます航空機と比較して、優れた環境性能を有します。

•超電導リニアの消費電力は 電力会社の供給力•超電導リニアの消費電力は、電力会社の供給力
に比べて十分小さいものです。

•東海道新幹線と同様に、省エネの取り組みを
継続していきます継続していきます。



優れた環境性能

・超電導リニアは 高速でありながら優れた環境性能を・超電導リニアは、高速でありながら優れた環境性能を
併せ持ちます。

・CO 排出量は 同じ速度域の航空機に比べて約３分の１

CO2排出量（1人あたり）の比較＜東京～大阪間＞kg‐CO2/人

・CO2排出量は、同じ速度域の航空機に比べて約３分の１
です。
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消費電力の試算

走行の前提条件 ピーク時の消費電力走行の前提条件 ピ ク時の消費電力

２０２７年
首都圏～中京圏 ピーク時：５本/時間

約２７万ｋW首都圏～中京圏
開業時の想定

ク時 本/時間
所要時間：４０分

約２７万ｋW

年２０４５年
首都圏～関西圏
開業時の想定

ピーク時：８本/時間
所要時間：６７分

約７４万ｋW
開業時の想定 所要時間：６７分

・ ５００ｋｍ／ｈ走行時の超電導リニア１列車の想定消費電力は、約３．５万ｋＷ。

（参考）電力各社の今夏の供給力見込

出典：交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会中央新幹線小委員会資料

東京電力： 5,771万kW
中部電力：2,785万kW
関西電力：2,542万kW
出典：「需給検証委員会報告書（H24.5） 」（内閣官房国家戦略室）



ピーク時の消費電力

施設名
ピーク時の消費電力（東京電力管内）

施設名
ク時の消費電力（東京電力管内）

ピーク時刻

オフィスビル※1 ９００万kW １４時オフィスビル※ 時

食品スーパー※1 １７０万kW １４時

ホテル・旅館※1 １２０万kW １４時ホテル 旅館※1 時

飲食店※1
１２０万kW（昼）
１９０万kW（夜）

１２時（昼）
２０時（夜）

自動車工場※2 ７０万kW

超電導リニア（5本/時） １３．５万kW
（東電管内は距離按分により東京 名古屋間の2分の1）（東電管内は距離按分により東京･名古屋間の2分の1）

（参考）原子力発電所の出力

※1 出典：資源エネルギー庁資料 「夏季最大電力使用日の需要構造推計（東京電力管内）」（H23.5）
※2 出典：経団連資料「ピーク電力削減策に関する説明会」（Ｈ23.4）

発電所名 出力

１基あたり １１０～１３６万kW

（参考）原子力発電所の出力

柏崎刈羽
１基あたり １１０～１３６万kW

合計（１～７号） ８２１万kW
出典：「平成22年度電源開発の概要」（資源エネルギー庁・電力・ガス事業部編）



省エネの取り組みを継続

(参考) 東海道新幹線における取り組み(参考) 東海道新幹線における取り組み


